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 瑞江小学校 校内研究について 
 

令和５年度の研究主題は、以下にある令和４年度の内容を踏まえて決定した。国語科と

いう教科の中の「伝え合い」を中心として、子供たちにとって楽しい授業をすることがで

きるようにしていく。 

 

国語科の研究 1 年目となる令和 4 年度は、令和 3 年度の研究主題「わかった！なるほど！を味

わえる授業～数学的表現を使って伝え合おう～」の課題を基に主題を設定した。児童の課題として

は、文意を読み取ることが苦手（算数の文章問題）、要約する力が弱い（要旨）が児童の実態から

分かった。そこで、令和 4 年度からは国語科という教科の特性を生かして、まずは教材を通して

「自分の考えや思いをもつ」。そのために「文章を正しく読む」ことに重点を置いて教師の授業改

善に取り組んでいる。令和 5 年度は、国語科のアスレチック的な授業展開を意識して授業を行って

いる。子供たちが楽しみ、意欲的に学習活動をする学習のゴールを教師が設定する。そのゴールに

向かって活動していくと、自然と学習指導要領に定められている学習内容を身に付けているという

授業内容を目指している。 

研究の方法は、年 4 回の研究授業と講師の先生による指導・講評、年度初めの講師の先

生による講演会を行っている。研究授業の本時のみを教師が参観するのではなく、本時に

至るまでの過程（授業日）を全教員に周知する取り組みを行っている。そのようにしたこ

とで、より研究授業を参観する際の視点が多くなっている。 

以上のような内容を通して、教師の授業改善を校内全体で考え、瑞江小学校の児童が「できた！

わかった！楽しい！」と思うことのできる授業を行っていく。 
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＜＜令和５年度 研究構想図＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題  

文章を正しく読むことのできる児童の育成 

～自分の考えをもち、伝え合う活動を通して～ 

児童の実態 

・文意を読み取ることができない

（算数の文章問題など） 

 

・要約する力が弱い（要旨） 

教師の願い 

・読解力、思考力、表現

力を身に付けさせた

い。それを活用させ、

よりよい学校生活を

送らせたい。 

・主体的・対話的で深い

学びを実現する国語

科授業を展開したい。 

国語科の目標 

言葉による見方・考え

方を働かせ、言語活動

を通して、国語で正確

に理解し適切に表現す

る資質・能力を育成す

ることを目指す。 

「学習指導要領 前文」より 

一人一人の児童が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者

を価値のある存在として尊重し、多様

な人々と協働しながら様々な社会的変

化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、

持続可能な社会の創り手となることが

できるようにすることが求められる。 

本校の教育目標 

〇よく考える瑞江の子 

〇元気で明るい瑞江の
子 

〇すすんで物事をする
瑞江の子 

〇思いやりのある瑞江
の子 

「江戸川区教育目標」より 

〇自他を尊重し、人間性豊かで道徳心

のある人 

〇自ら学び実践し、共に教え合い、育

ち合う、想像力と協調性豊かな人 

〇将来の夢をもち、個性豊かに、持て

る力を発揮して、進んで社会に貢献

できる人 
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＜＜「正しく読む」ことを達成するための構想図＞＞ 
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